Russell's Paradox and Frege's Logicism by Tabata, Hirotoshi
ラッセルのパラドクスとフレーゲの論理主義


































































(CP)      ヨyVx(x∈yPFx)………・……………………………………………………・……………[1]
(Xについての任意の述語 “Fx"が与えられたとき, Fであるこ
とが,それの要素たることの必要十分条件であるような,クラスy
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どF(ε)に相当する工夫として, λ抽象体 (λ―abstract)を導入する。(むろん, λ記号はフレーゲの
ものではないが,複合述語の表現として気息記号がついたと(C2=1)のような記法をフレーゲは用い









(Id i同一性) [λ xl…xn P(xl,一,Xn)]=P,………… ……ここでPはn項述語変 (定)項






(1)任意の個体変 (定)項aにつきa∈MEO,任意のn項述語変 (定)項Fnにつき Fn∈MEn+1
およびFn∈MEσ
(2)a, b∈MEOならば,(a=b)∈MEl;









































十 (λ一COnv*)十(CP λ*)十(Id*)十MPtt UG
さて,この体系 (λ HST*)の無矛盾性については,以下のことがわかっている。単項述語づけをメ
ンバーシップと見なすことより,(λ HST*)は,クワインの集合論NFを少し修正した, R.ジェンセ









(Vb*)[λ xl・・xn φ]=[λ xl・・xn ψ]→Vxl…Vxn(φ#ψ)………[15]
が,(スHSTキ)において導ける。20そして,フレーゲの診断によれば,これがパラドクス発生の張本
人であった。しかし,(♯)によって, もし弱ツェルメロ集合論が無矛盾ならば,(Vb*)から矛盾は出
ないことになる。つまり,われわれの体 (λ HST*)では,法則 (Vb工)は生き残るのである。しか
し,(Vbキ)の逆命題である (Va*):
Vxl…Vxn(φ'ψ)→[λ xl…xn φ]=[λ xl…xn ψ]……… [16]











述語づけをNFUのメンバーシップと解釈することにより,単項 (λ HST*)2の十 (Ext*)|よNFUに含
まれる。 したがって,単項 (λ HST*)十(Ext*)とNUFは同等である。 しかるに単項 (λ HST*)




(♯♯)(λ HST*)十(Ext*)が無矛盾 ◇ NFUが無矛盾
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vy(ιy=A→y=A)。 …………… ……………………………… …………………………………… (9)










QOでzをゼyとすると, ty=ι ιy&y∈ty→y=ιy。 ゆえに, とy=ιゼyを仮定するとy∈ゼy→y=ιyとなるが,他方
(7)の対偶から～ (y∈ιy)→y=ty。・・.デイレンマより, `y=y。まとめて,
vy(ty=ι ιy→y=ιy=ι ry)・…………… ……… '  ¨―l131
QDと10から背理法により, ιVキιιVを得る。そしてこれから再びDと背理法によって
ιιrVキιιV………………………………………………………………………………………… 10
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なわち,メンバーをもたない原要素 (urdement)aが, a=lalになってしまう。 これは一種の変則状況であると言
わざるを得ない。この変則状況を打開して原要素にしかるべき地位を与えるため,外延性の原理を,(ヨz(z∈x)&V
Z(2∈XどZ∈y))→X=yの形に制限したものがNFUである。NFについては,W V O Quine,“New Foundadons for
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